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テ
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八
幡
亜
樹 

1
9
8
5
年
東
京
生
ま
れ
、北
海
道
育
ち
。東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
先
端
芸
術
表
現
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

同
専
攻
博
士
後
期
課
程
中
退
後
、滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業
。フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
や
取
材
に
基
づ
く
、領
域
横
断
的
な
美
術
作
品
の
制
作
を
行
な
う

現
代
美
術
家
。主
な
メ
デ
ィ
ア
は
映
像
＋
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
。「（
地
理
的
／
社
会
的
／
心
身
的
な
）辺
境
」の
概
念
を
追
求
し
、そ
の一環
と
し
て
、

近
年
で
は「
手
食
」や「
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
」に
焦
点
を
当
て
る
。ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
をV

J

の
手
法
で
即
興
す
る
試
み
な
ど
、

映
像
の
多
岐
に
わ
た
る
展
開
も
探
求
す
る
。
2
0
2
2
年
よ
り
世
界
の
手
食
文
化
を
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
手
食
」we

b

を
立
ち
上
げ
、主
宰
・
編
集
。芸
術
に
よ
り
、人
間
の
生
命
力
を
伸
張
す
る
方
法
を
思
索
・
探
究
し
て
い
る
。

 
 

 

八
幡
が
育
っ
た
北
海
道
・
道
南
と
津
軽
海
峡
を
隔
て
て
あ
る
青
森
。

 
 

 

今
回
の
滞
在
で
は
八
幡
自
身
の
母
の
記
憶
を
辿
り
な
が
ら
、い
つ
か
母
の
散
骨
の
場
と
な
る
津
軽
海
峡
、

 
 

 

そ
し
て
海
洋
散
骨
を
テ
ー
マ
に
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、自
身
の
身
体
を
介
入
さ
せ
た
作
品
制
作
を
行
い
ま
す
。
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マ
ギ
ー
・
チ
ュ
ウ 

1
9
7
5
年
香
港
生
ま
れ
。ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
で
学
士
号
を
取
得
し
香
港
で
建
築
家
と
し
て
活
動
。

そ
の
後
2
0
2
1
年
にR

M
IT

美
術
学
校
で
美
術
学
士
号
を
取
得
。

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
や
コ
ラ
ー
ジ
ュ
、彫
刻
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
組
み
合
わ
せ
、場
所
に
基
づ
く
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
多
角
的
に
探
究
し
て
い
る
。

素
材
は
多
岐
に
わ
た
り
、フ
ァ
ウ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
、テ
キ
ス
ト
、収
集
し
た
工
芸
品
な
ど
が
あ
る
。

チ
ュ
ウ
の
作
品
は
想
像
力
と
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
現
れ
る
事
実
が
混
在
し
て
お
り
、街
並
み
と
い
う
マ
ク
ロ
な
レ
ン
ズ
か
ら
深
遠
な
個
人
的
体
験
ま
で
、

ス
ケ
ー
ル
の
知
覚
を
探
求
し
、場
所
の
内
と
間
に
横
た
わ
る
歴
史
の
語
り
を
探
求
し
て
い
る
。

 
 

 

自
ら
の
巣
を
持
た
な
い
渡
り
鳥
の
カ
ッ
コ
ウ
か
ら
着
想
を
得
て
、家
を
持
た
な
い
状
態
や
家
と
い
う
概
念
を
考
察
し
て
い
る
チ
ュ
ウ
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在
中
に
収
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も
の
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ら「
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グ（
巣
を
つ
く
る
）」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
ま
す
。
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浅
野
友
理
子 

1
9
9
0
年
宮
城
県
生
ま
れ
。
2
0
1
5
年
東
北
芸
術
工
科
大
学
大
学
院
芸
術
文
化
専
攻
洋
画
研
究
領
域
修
了
。

食
文
化
や
植
物
の
利
用
を
切
り
口
に
様
々
な
土
地
を
訪
ね
歩
き
、出
会
っ
た
人
々
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
記
録
す
る
よ
う
に
描
く
。

主
な
個
展
に
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デ
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デ
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ま
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音
楽
院
で
学
び
、様
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フ
ォ
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ミ
ン
グ
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ア
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ジ
ェ
ク
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携
わ
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ボ
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ス
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よ
り
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ィ
デ
ィ
エ
の
主
要
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表
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と
な
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パ
フ
ォ
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マ
ン
ス
・
ア
ー
ト
に
導
か
れ
る
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れ
ま
で
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ソ
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ま
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活
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を
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ー
ロ
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パ
各
地
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キ
シ
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、中
国
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ン
ド
、日
本
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ャ
ン
マ
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等
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ギ
ャ
ラ
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／
美
術
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ラ
ッ
ト
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ォ
ー
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フ
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テ
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パ
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ォ
ー
マ
ン
ス
上
演
、指
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。
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ョ
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ォ
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イ
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ョ
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ィ
デ
ィ
エ
は
、

ベ
ル
ギ
ー
を
拠
点
と
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、Rico

ch
e

ts

の
メ
ン
バ
ー
、AC

T
U

S

の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
／
共
同
設
立
者
で
も
あ
る
。
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合
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を
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て
、い
ま
・
こ
こ
で
起
こ
る
こ
と
を
反
映
す
る
で
し
ょ
う
。

お問合せ

青森公立大学 国際芸術センター青森 ［ACAC］ 

〒030-0134 青森県青森市合子沢字山崎152-6

Tel: 017-764-5200／Fax: 017-764-5201

E-mail: acac-1@acac-aomori.jp

 交通案内
–  JR青森駅からJRバスまたは青森市営バスにて約40分
 「モヤヒルズ、青森公立大学行」乗車
 「青森公立大学」下車
–  青森自動車道 青森中央I.Cから約5km

–  青森空港からタクシーで約20分

 Contact
 Aomori Contemporary Art Centre, Aomori Public University

 152-6, Yamazaki, Goshizawa, Aomori, 030-0134

 Tel: 017-764-5200 / Fax: 017-764-5201

 E-mail: acac-1@acac-aomori.jp

 Access
– Bus(from Aomori Station)

City Bus or JR bus for Aomori Public University 

(Aomori Koritsu Daigaku)(Approximately 40mins)

– Car

Take Aomori Expressway to Aomori-chuo 

then follow road to route 7 From 

Aomori Airport by Taxi (approximately 20mins)

このアーティスト・イン・レジデンス（AIR）プ

ログラムでは、現代美術分野のアーティス
トはもちろん、キュレーター、リサーチャー

等の文化芸術活動を行う表現者を対象と
して、展覧会、パフォーマンス、ワークショッ
プ、トーク等の活動を、企画段階から、リサ
ーチ、設営、発表の実施、カタログでの記
録と配布までACACが全面的に協働しま
す。展覧会の開催は必須ではありませんが、
活動を広く知ってもらうために何らかの「交
流プログラム」を実施することが必要です。
　　滞在期間は、最短1ターム（13泊14日）

から、今回は最長6ターム（83泊84日）まで、

2週間刻みの希望期間となり、表現者が
ACACの環境を活かして実現したい活動
内容と期間が合致していることが推奨さ
れます。2タームの滞在を希望する場合の
み、1ヶ月間30泊31日に滞在を調整してい
ただく場合があります（補助金の要件として調
整の必要がある場合のみ）。本プログラムへの
参加は、基本的にACACへの実滞在を前
提としますが、リモートで行う意義のある活
動についてはリモート参加も受け付けます。
今年度は1タームの短い滞在期間で行わ
れる意義のある活動に対して、特別に1組
を招聘する予定です。
　　毎年変わるプログラムの名称は、ここ
に集う表現者の活動内容を規定するテー
マではなく、あくまでもACACのAIRの現
在形を考え、更新していくための指標です。
今回の「SPINNING SCAPES」は、名詞

と複合語をつくり「～の風景」の意となる
「scape」に、勢いよく回転したり／させたり、
糸を紡ぐ様子「spinning」を組み合わせた
もの。戦争や地震をはじめとする天災・人
災は我々の日常風景を一変させてしまいま
す。昨今はそのような状況において、表現
という手段で、世界に対し何を働きかける
ことが可能なのか考えさせられることも多
くなっています。様々な表現者たちが世界
各地からACACに集うことで、それぞれの
速度や方法、軌跡なども全く異なる運動が、
地域住民や学生をはじめとする周囲の人々
や環境を巻き込み、これまでにない光景を
出現させることでしょう。そこから私たち一
人一人が新たな景色を見出していくことで、
このような世界を生き延びていくヒントのよ
うな何かについて、一緒に考え始めること
ができるのではないかと思っています。

公募 ・ 選考について

ACAC学芸員3名とゲスト審査員の近藤 

亮介氏（美術批評家、キュレーター）を加えた
選考会にてアーティストが選出され、青森
公立大学教育研究審議会の承認を経て、
計4名のプログラム参加者が決定された。
          

公募期間： 2024年3月1日［金］– 

4月28日［日］ *17:00必着
審査日： 5月27日［月］
応募件数： 495件
（国外247件、国内105件、2週間143件）

2001年の開館以来、アーティスト・イン・レジ
デンス（AIR）を基幹事業のひとつに据えて
きた青森公立大学 国際芸術センター青森 

［ACAC］は、日本におけるAIRの先覚と言え
る。アーティストたちは、山中に建てられた
宿泊棟・創作棟・展示棟で、学芸員や大学
生、住民の手厚い協力を得ながら、リサー
チや制作に専念することができる。
　　今回の審査のために私がACACに滞
在した際も、開催中の展覧会「currents / 

undercurrents ─ いま、めくるめく流れは
出会って」に参加している国内外のアーテ
ィストが数名滞在していた。なかには数ヶ
月滞在するアーティストもいた。そして学芸
員は、親身になってアーティストの相談に乗
ったりリサーチに同行したりしていた。アー
ティストにとってこれほど恵まれた環境はな
いのではないだろうか。

　　今年の公募に世界中から500組近くエ
ントリーがあったのも、そのような活動を長
年続けてきたACACに対する評価の表れ
であろう。審査はカテゴリー別に行われ、予
備審査（学芸員3名）で各15～20組に絞られ
たあと、審査会（学芸員3名＋ゲスト審査員1名）

で各1～2組が選出された。審査の基本方
針としては、年齢・性別・国籍・経歴などの
条件によって選別することはせず、滞在の目
的と計画を重視するということだった。
　　とは言え、そこにもさまざまな評価基準
があり得る。リサーチ、表現手段、滞在時期、
展覧会、交流プログラムなど、どの側面に注
目するかによって評価は変わってくる。計画
に展覧会が含まれる場合は、展示全体のバ
ランスも考慮に入れる必要がある。当然な
がら、審査員ひとりひとりの着眼点は異なる
ため、時間の許す限り議論を尽くした。
　　私が評価軸に定めたのは、レジデンス
参加者が地域と創造的な関係を築くことが
できるかどうかということである。現在、日本
各地で開催されている地域芸術祭や都市
型アートイベントは、ほとんどが観光振興を
目的としている。一方、本AIRは第一に地
域へ向けられている。目先の来場者数や経
済効果にとらわれていないから、展覧会だ
けでなく交流プログラムにも重点が置かれ、

レジデンス参加者と住民との日々 のコミュニ

ケーション、関係構築のプロセスこそがAIR

の核となっている。
　　今回、最終候補に挙がったアーティス
トたちは、こうしたAIRの本質を的確に捉
え、本人と地域が相互作用を生むような魅
力的なプランを提示していた。私的な関心
を出発点としながら、青森の土地に想像を
巡らせ、未知の出会いから新しい表現を引
き出そうとする姿勢が見られた。もちろん滞
在中の計画が思い通りに進まないこともあ
るだろう。それでも、彼らなら予想外の出来
事から新たな発想を得られると思う。
    「ゲスト審査員」に課せられた主な仕事
は、学芸員とともにレジデンス参加者を選
出することだが、私は今後も学芸員やアー
ティストたちと積極的に関わっていきたいと
考えている。審査という「入口」と、展覧会
（12月にはアーティストとのトークが予定されている）

という「出口」に関与するだけでは、上述し
たAIRの核に触れることはできないからだ。
これから数ヶ月のあいだにACAC周辺で起
こる出来事に立ち会い、文脈として編むこ
とも審査員の重要な役割だと思っている。

ゲスト審査員

近藤亮介
美術批評家、キュレーター。1982年大阪
市生まれ。ロンドン大学ユニバーシティ・
カレッジ・ロンドン美術学部（Slade School 

of Fine Art）卒業。東京大学大学院総合
文化研究科博士課程単位取得満期退学。
ハーバード大学デザイン大学院（Graduate 

School of Design）フルブライト客員研究員、
東京大学教養学部助教を経て、現在、東
京藝術大学大学院国際芸術創造研究科
非常勤講師。専門は美学芸術学・ランドス
ケープ史。日英米の芸術・造園の研究を
軸に、理論と実践の両面からランドスケー
プを生活環境として読み解く活動を展開
している。編著に『セントラルパークから
東京の公園を見てみよう』（東京都公園協会、
2023年）、企画・キュレーションに「アーバン
山水」（kudan house、2023年）などがある。

This open call for the Artist In Resi-

dence (AIR) program oSers contem-

porary artists, curators, researchers 

and others who are involved in cultural 

and artistic endeavors the opportunity 

to practice preparing for exhibitions, 

performances, workshops, talks and 

other activities, with the full support of 

ACAC. Assistance is provided every step 

of the way, from the planning stage and 

research to installation, presentation 

and catalog archiving and distribution. 

Although holding an exhibition is not 

compulsory, participants are required to 

introduce their achievements through 

some form of Exchange Program in 

order to ensure their activities become 

widely recognized.

 The length of stay is optional. Par-

ticipants are asked to select the desired 

period of time in 2-week increments, 

from a minimum of one 2-week term 

(13nights, 14 days) to a maximum of 

six 2-week terms (83 nights, 84 days). 

It is recommended that applicants 

ensure that the activities they wish to 

achieve while making use of ACAC’s en-

vironment, correspond with the chosen 

period of residency. If participants 

request a two-term stay, adjustments 

may be made to change the residency 

period to a one-month stay of 30 nights, 

31 days, but only if this is necessary due 

to grant requirements. Participation in 

this program is based on an in-person 

residency at ACAC, although remote 

participation will also be accepted for 

activities deemed as significant. This 

year, we are planning to specially invite 

one group or individual for meaningful 

activities during a short stay of one term.

 The name of the program, which 

changes annually, is not a theme that 

defines the activities of participants, 

but rather a guidepost to reflect and 

update the “present situation” of 

the Artist-In-Residence program at 

ACAC. This year’s name, “SPINNING 

SCAPES,” combines “scape”, referring 

to the “landscape (of something)”, 

with the word “spinning”, which refers 

to something rapidly rotating or the 

act of spinning yarn. Natural and hu-

man-made disasters, including wars and 

earthquakes, can drastically change our 

everyday landscapes. Recently, in such 

situations, we have had cause to think 

about what we can accomplish in the 

world through “expression”. By having 

various artists from around the world 

gather at ACAC, their movements, 

which are completely diSerent in terms 

of speed, methods, and trajectories, 

will involve local residents, students, 

and the surrounding environment, 

creating unprecedented “scapes”. And 

from there, we believe that each of us 

can start to explore new landscapes and 

begin thinking together about hints for 

surviving in such a world.

About the Open Call and its Screening

3 curators in the ACAC and KONDO 

Ryosuke, guest judge were included 

to conduct a screening and selection 

of the participants of this program. 

The 4 talented artists were approved 

after deliberations by Aomori Public 

University’s Education and Research 

Council.

             

Open call for applications: March. 1 

(Fri)–April. 28 (Sun), 2024

Application screening and selection: 

May. 27 (Mon)

Total of applications: 495 (247 from 

overseas, 105 from Japan and 143 as 

2-week program)

Having run Artist in residence (AIR) 

programs as one of its core projects 

since its opening in 2001, Aomori 

Contemporary Art Centre [ACAC] has 

positioned itself as a pioneer of AIR in 

Japan. With the generous support of 

curators, university students and local 

residents, artists can focus on their re-

search and creations in the Residential 

Hall, Creative Hall, and Exhibition Hall 

located in the mountains.

 When I stayed at ACAC for the 

screening process, some Japanese and 

international artists, who were taking 

part in the ongoing exhibition “currents 

/ undercurrents: Bringing together the 

endless flow,” were also living in the 

accommodation. Some of them were 

staying for several months, and curators 

were working closely with the artists, 

oSering personal consultations and 

accompanying them on their research 

activities. I believe there is no better 

environment for an artist than this.

 There were nearly 500 entries from 

around the world for this year’s open call 

for the AIR. This reflects the high re-

gard for ACAC after many years of such 

dedicated endeavor. The screening was 

conducted in categories, with a prelimi-

nary review by three curators narrowing 

the entries down to 15-20 individuals/

groups per category. Candidates were 

then further narrowed down, screened 

by a panel consisting of three curators 

and one guest judge, from which 1-2 en-

tries were selected in each category. The 

fundamental principle of the screening 

was to focus on the purpose and plan for 

the residency, regardless of age, gender, 

nationality, or background.

 That said, the criteria for the eval-

uation can still vary, and may change 

according to the aspects that are fo-

cused on. At any given time, these as-

pects may include the content of the 

research, means of expression, timing of 

the residency, exhibitions, or exchange 

programs. If the plan includes an exhibi-

tion, the overall balance of the presenta-

tion must also be considered. Needless 

to say, each judge has a diSerent per-

spective, so extensive discussions were 

held as much as time allowed.

 My evaluation criterion was wheth-

er the residency participants could 

build a creative relationship with the lo-

cal community. Most regional art festi-

vals and urban art events held through-

out Japan today are primarily aimed at 

tourism promotion. On the other hand, 

this AIR program has its eye on the lo-

cal community. As it is not concerned 

about the immediate increase of visitor 

numbers or the economic impact, the 

program can place emphasis not only 

on exhibitions but also on exchange 

programs. The fundamental purpose of 

the AIR program is then daily commu-

nication and the relationship-building 

process between residency participants 

and local residents.

 The artists who made it to the final 

selection proposed compelling plans 

that would create a mutual interaction 

between themselves and the local com-

munity, demonstrating they had grasped 

the essence of this AIR program. Using 

their personal interests as a starting 

point, they envisioned the unique land-

scape of Aomori and demonstrated a 

willingness to draw out new expressions 

from unexpected encounters. Of course, 

plans during the residency might not 

always go as expected. Even so, I believe 

they have the ability to gain new in-

sights from the unexpected.

 The main responsibility assigned 

to a “guest judge” is to collaborate with 

the curators to select the residency 

participants, but I also intend to remain 

actively involved with both the curators 

and the artists in the future. Merely en-

gaging in the selection process and the 

exhibition (with talk sessions with the 

artists scheduled for December)—the 

“entry” and the “exit”—does not allow 

one to truly be able to touch the previ-

ously mentioned core of the AIR pro-

gram. I believe it is also a crucial role of 

the judge to witness the events that will 

unfold around ACAC over the next few 

months and weave them into context.

Guest Judge

KONDO Ryosuke
Art critic and curator. Born in Osa-

ka, Japan in 1982, Ryosuke Kondo 

holds a B.A. from the Slade School of 

Fine Art, University College London, 

University of London, and an M.A. 

from the Graduate School of Arts and 

Sciences, The University of Tokyo. 

After serving as a Fulbright visit-

ing researcher at Harvard Graduate 

School of Design and an assistant 

professor at the University of Tokyo, 

he is currently an adjunct lecturer 

at Graduate School of Global Arts, 

Tokyo University of the Arts. He spe-

cializes in the aesthetics and history 

of landscape, and his work revolves 

around researching Japanese, British, 

and American art and gardens, aiming 

at understanding landscape as a living 

environment through both theoret-

ical and practical pursuits. He is the 

editor and author of several books, 

including “Looking at Tokyo’s Parks 

from the Perspective of Central Park” 

(Tokyo Metropolitan Park Associa-

tion, 2023), and produces contempo-

rary art exhibitions, including ‘Urban 

Sansui’ (kudan house, 2023).

11  
Nov.

10  
Oct.

12  
Dec.

 八幡亜樹　
YAHATA Aki

浅野友理子
ASANO Yuriko

マギー・チュウ
Maggie CHU

ベアトリス・ディディエ
Béatrice DIDIER

 10月26日［土］
 オープンスタジオ
 Oct. 26 (Sat)

 Open studio

 10月26日［土］
 オープンスタジオ
 Oct. 26 (Sat)

 Open studio

 11月上旬
 オンラインオープンスタジオ予定
 Early November

 Online open studio will be held

 11月30日［土］ – 12月22日［日］
 展示として作品を発表予定
 Nov. 30 (Sat) – Dec. 22 (Sun)

 Works will be presented as an 

exhibition

［滞在期間］
10月9日［水］ – 11月19日［火］
［Residency period］
Oct. 9 (Wed) – Nov. 19 (Tue)

［滞在期間］
 11月27日［水］ – 12月10日［火］
［Residency period］
Nov. 27 (Wed) – Dec. 10 (Tue)

［滞在期間］
10月16日［水］ – 12月10日［火］
［Residency period］
Oct. 16 (Wed) – Dec. 10 (Tue)

 ＊滞在中にイベントを実施予定。
 ＊Events will be held during her stay.

 11月14日［木］ – 12月22日［日］
 展示として作品を発表予定
 Nov. 14 (Thu) – Dec. 22 (Sun)

 Works will be presented as an 

exhibition

 ＊滞在中にイベントを実施予定。
 ＊Events will be held during her stay.

［滞在期間］
10月下旬、11月13日［水］ – 12月10日［火］
［Residency period］
Late October, Nov. 13 (Wed) – Dec. 10 (Tue)

 11月30日［土］ – 12月22日［日］
 展示として作品を発表予定
 Nov. 30 (Sat) – Dec. 22 (Sun)

 Works will be presented as an 

exhibition

 11月30日［土］ – 12月22日［日］
 展示として作品を発表予定
 Nov. 30 (Sat) – Dec. 22 (Sun)

 Works will be presented as an exhibition

12月7日［土］14：30 –17:00 
近藤亮介 × 
参加アーティスト 
トーク
Dec. 7 (Sat) 14:30 –17:00

KONDO Ryosuke × 

Resident Artists Talk
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Aomori Contemporary Art Centre, Aomori Public University

Artist in Residence Program 2024 "SPINNING SCAPES"








